
※サツマイモ基腐病が発生したほ場で生産された種いも、苗は絶対に使用しない
でください。

もとぐされ

⚫「サツマイモ基腐病」は、茎の変色や芋の腐敗など、大きな被害
を与える病害です。

⚫これからサツマイモは定植時期を迎えます。この病気を防ぐために、
以下の対策を徹底しましょう。

病気の症状

地際部の茎の変色 茎及び葉の変色 塊根（芋）の腐敗 多発生したほ場

浸漬

病気を発生させないポイント

１ 前作で病気が発生したほ場での作付けはできるだけ避けましょう。

３ 健全な種いも・苗を“必ず”消毒して使用しましょう。

やむを得ず作付けする場合は、土壌殺菌剤（バスアミド、キルパー、フロンサ
イドSC、フロンサイド粉剤またはフリントフロアブル25）で土壌消毒を行い、
苗からの感染防止に努めましょう。

※バスアミド及びキルパーで土壌消毒を行う際は、施用後に必ずビニール等で土壌を被覆しましょう。

２ 植え付け前に排水対策を徹底しましょう。

ほ場まわりに溝を切る（額縁明きょ）など、排水を良くし、ほ場内に水が溜ま
らないようにしましょう。

（発生時や対策についての問い合わせ先）
熊本県県南広域本部芦北地域振興局 農業普及･振興課

0966-82-5194

※農薬使用の際は、ラベルの記載事項を守りましょう。

使用薬剤

種いも：トップジンＭ水和剤

苗 ：ベンレート水和剤、ベンレートＴ水和剤

２０またはトリフミン水和剤
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参考資料：農研機構生研支援センターイノベーション創出強化研究推進事業（01020C）、戦略的スマート農業技術等の開発・改良（SA2-102N）
「令和４年度版マニュアル「サツマイモ基腐病の発生生態と防除対策」より
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